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緊急事態が発生した場合への平常時からの備えのための調査計画（令和４～令和８年度）新旧対照表 

新 旧 備考 

-p2- -p2-  

 

２ 調査項目、地点及び頻度 

(1) 空間放射線の測定（監視調査と兼ねている地点は p.5） 

○ 空間放射線量率 

測 定 地 点 
測 定 

頻 度 

検出器 

地上高 
備 考 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
（
お
お
む
ね10

～30km

圏
） 

①  鯨 波 局 （柏崎市鯨波 2-4-50） 

連

続 

1.5 m 

NaI(Tl)シンチ

レーション検出

器及び電離箱検

出器※により測

定 

②  新 道 局 （柏崎市新道 3388） 1.5 m 

③  加 納 局 （柏崎市加納 2564-1） 4.7 m 

④  北 条 局 （柏崎市北条 1996） 4.7 m 

⑤  千 谷 沢 局 （長岡市大字千谷沢 397-4） 4.7 m 

⑥  越 路 局 （長岡市飯塚県道柏崎越路線） 4.7 m 

⑦  関 原 局 （長岡市関原町 1-2247-2） 4.7 m 

⑧  宮 本 局 （長岡市宮本町県道長岡西山線） 4.7 m 

⑨  出雲崎大門局 （三島郡出雲崎町大門 71） 1.5 m 

⑩  柿 崎 局 （上越市柿崎区柿崎 7075） 1.5 m 

⑪  岡 野 町 局 （柏崎市高柳町岡野町 1849-1） 4.7 m 

⑫  川 西 局 （十日町市赤谷癸 500） 4.7 m 

⑬  小 千 谷 局 （小千谷市平沢 2） 4.7 m 

⑭  妙 見 局 （長岡市妙見町県道小千谷長岡線） 4.7 m 

⑮  見附市街局 （見附市学校町 2-7-13） 1.5 m 

⑯  分 水 局 （燕市分水新町 2-5−1） 1.5 m 

⑰  寺 泊 局 （長岡市寺泊藪田 6789-4） 1.5 m 

（注） 検出器地上高が異なる場合、地上からの影響が異なる。 

  ※ 令和４年度に検出器更新予定  
 

 

 

 

 

・文言修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・検出器の更新

に伴う変更 

 

２ 調査項目、地点及び頻度 

(1) 空間放射線の測定 

測定地点は、次表及び監視調査を実施している柏崎刈羽原子力発電所周辺おおむ

ね 10km 圏に設置したモニタリングポスト 11 局（p.5 表 1）とする。 

 

○ 空間放射線量率 

測 定 地 点 
測 定 

頻 度 

検出器 

地上高 
備 考 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
（
お
お
む
ね10

～30km

圏
） 

①  鯨 波 局 （柏崎市鯨波 2-4-50） 

連

続 

1.5 m 

電離箱検出器 

により測定 

②  新 道 局 （柏崎市新道 3388） 1.5 m 

③  加 納 局 （柏崎市加納 2564-1） 4.7 m 

④  北 条 局 （柏崎市北条 1996） 4.7 m 

⑤  千 谷 沢 局 （長岡市大字千谷沢 397-4） 4.7 m 

⑥  越 路 局 （長岡市飯塚県道柏崎越路線） 4.7 m 

⑦  関 原 局 （長岡市関原町 1-2247-2） 4.7 m 

⑧  宮 本 局 （長岡市宮本町県道長岡西山線） 4.7 m 

⑨  出雲崎大門局 （三島郡出雲崎町大門 71） 1.5 m 

⑩  柿 崎 局 （上越市柿崎区柿崎 7075） 1.5 m 

⑪  岡 野 町 局 （柏崎市高柳町岡野町 1849-1） 4.7 m 

⑫  川 西 局 （十日町市赤谷癸 500） 4.7 m 

⑬  小 千 谷 局 （小千谷市平沢 2） 4.7 m 

⑭  妙 見 局 （長岡市妙見町県道小千谷長岡線） 4.7 m 

⑮  見附市街局 （見附市学校町 2-7-13） 1.5 m 

⑯  分 水 局 （燕市分水新町 2-5−1） 1.5 m 

⑰  寺 泊 局 （長岡市寺泊藪田 6789-4） 1.5 m 

（注１） 検出器地上高が異なる場合、地上からの影響が異なる。 

（注２） 令和 5年 2～3月、NaI(Tl)シンチレーション検出器を廃止 
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(2) 環境試料中の放射能測定 

地点及び頻度等は、次表及び監視調査で実施している内容の一部（p.5 表 2）とす

る。 

 

○ 核種分析 

試  料  名 採  取  地  点 測定項目 測定頻度 採 取 月 
実 施 年 度 

R4 R5 R6 R7 R8

陸

上

試

料 

陸 水 

（飲料水） 

① 柏 崎 市 鯨 波 

機器分析 

 

ストロンチウム 90 の

放射化学分析 

 

トリチウムの

放射化学分析 

1 回/ 

5 年 
7～9 月 

○     
 （ 川 内 浄 水 場 ） 

② 上 越 市 柿 崎 区 
○     

 （柿崎川浄水場） 

③ 小 千 谷 市 小 千 谷 
 ○    

 （小千谷浄水場） 

④ 長 岡 市 妙 見  
○ 

   

 （ 妙 見 浄 水 場 ）     

⑤ 見 附 市 青 木 町 
  ○   

 （ 青 木 浄 水 場 ） 

⑥ 長 岡 市 与 板 
  ○   

 （ 与 板 浄 水 場 ） 

⑦ 長 岡 市 寺 泊 
   ○ 

 
  （ 寺 泊 浄 水 場 ） 

⑧ 燕 市 笈 ヶ 島 
    ○

 （ 分 水 浄 水 場 ） 

  

(2) 環境試料中の放射能測定（監視調査と兼ねている地点は p.5） 

○ 核種分析 

試  料  名 採  取  地  点 測定項目 測定頻度 採 取 月 
実 施 年 度 

R4 R5 R6 R7 R8

陸

上

試

料 

陸 水 

（飲料水） 

① 柏 崎 市 鯨 波 

機器分析 

 

ストロンチウム 90 の

放射化学分析 

 

トリチウムの

放射化学分析 

1 回/ 

5 年 
7～9 月 

○     
 （ 川 内 浄 水 場 ） 

② 上 越 市 柿 崎 区 
○     

 （柿崎川浄水場） 

③ 小 千 谷 市 小 千 谷 
 ○    

 （小千谷浄水場） 

④ 長 岡 市 妙 見  
○ 

   

 （ 妙 見 浄 水 場 ）     

⑤ 見 附 市 青 木 町 
  ○   

 （ 青 木 浄 水 場 ） 

⑥ 長 岡 市 与 板 
  ○   

 （ 与 板 浄 水 場 ） 

⑦ 長 岡 市 寺 泊 
   ○ 

 
  （ 寺 泊 浄 水 場 ） 

⑧ 燕 市 笈 ヶ 島 
    ○

 （ 分 水 浄 水 場 ） 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・文言修正 
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＜参考＞調査項目、地点及び頻度（監視調査との重複地点） 

表 1 空間放射線量率 

 

表 2 核種分析 

試 料 名 採  取  地  点 測 定 項 目 測 定 頻 度 採 取 月 

陸

上

試

料 

陸水 

（飲料水） 
① 

柏崎市新赤坂町 

（赤坂山浄水場） 

機 器 分 析 

 

ストロンチウム 90 の

放射化学分析 

 

トリチウムの

放射化学分析 

年 4 回 
6 、 9 、 

1 2 、 3 月 

土壌 

（陸土） 

① 柏崎市荒浜  

機 器 分 析 年 2 回 7 、 1 1 月 ② 刈羽村高町 

③ 刈羽村勝山 

測 定 地 点 
測 定 

頻 度 

検出器 

地上高 
備 考 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
（
お
お
む
ね1

0
k
m

圏
） 

① 柏崎市街局 （柏崎市鏡町 11-9） 

連

続 

1.5 m 

NaI(Tl)シンチレ

ーション検出器

及びシリコン半

導体検出器によ

り測定 

② 荒 浜 局 （柏崎市荒浜 1 丁目字防風浜 2046-156） 1.5 m 

③ 下 高 町 局 （刈羽村下高町字北向 406-5） 1.5 m 

④ 刈 羽 局 （刈羽村刈羽字桜田 152-3） 1.5 m 

⑤ 勝 山 局 （刈羽村滝谷字霞が入 1242-1） 1.5 m 

⑥ 宮 川 局 （柏崎市宮川字虎新田 2607-3） 1.5 m 

⑦ 西 山 局 （柏崎市西山町池浦字縄手下 858-3） 1.5 m 

⑧ 赤田町方局 （刈羽村赤田町方字墓崎 543） 1.5 m 

⑨ 土 合 局 （柏崎市土合 806） 1.5 m 

⑩ 発電所南局 （柏崎市荒浜 4 丁目字船尻砂山 1756-4） 1.5 m 

⑪ 発電所北局 （刈羽村刈羽字宝 2976-4） 1.5 m 

 
 
 
 
 
 

＜参考＞調査項目、地点及び頻度（監視調査との重複地点） 

○ 空間放射線量率 

 

〇 核種分析 

試 料 名 採  取  地  点 測 定 項 目 測 定 頻 度 採 取 月 

陸

上

試

料 

陸水 

（飲料水） 
① 

柏崎市新赤坂町 

（赤坂山浄水場） 

機 器 分 析 

 

ストロンチウム 90 の

放射化学分析 

 

トリチウムの

放射化学分析 

年 4 回 
6 、 9 、 

1 2 、 3 月 

土壌 

（陸土） 

① 柏崎市荒浜  

機 器 分 析 年 2 回 7 、 1 1 月 ② 刈羽村高町 

③ 刈羽村勝山 

海水 ① 前面海域 No.1  年 2 回 5 、 1 0 月 

測 定 地 点 
測 定 

頻 度 

検出器 

地上高 
備 考 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
（
お
お
む
ね1

0
k
m

圏
） 

① 柏崎市街局 （柏崎市鏡町 11-9） 

連

続 

1.5 m 

NaI(Tl)シンチレ

ーション検出器

及びシリコン半

導体検出器によ

り測定 

② 荒 浜 局 （柏崎市荒浜 1 丁目字防風浜 2046-156） 1.5 m 

③ 下 高 町 局 （刈羽村下高町字北向 406-5） 1.5 m 

④ 刈 羽 局 （刈羽村刈羽字桜田 152-3） 1.5 m 

⑤ 勝 山 局 （刈羽村滝谷字霞が入 1242-1） 1.5 m 

⑥ 宮 川 局 （柏崎市宮川字虎新田 2607-3） 1.5 m 

⑦ 西 山 局 （柏崎市西山町池浦字縄手下 858-3） 1.5 m 

⑧ 赤田町方局 （刈羽村赤田町方字墓崎 543） 1.5 m 

⑨ 土 合 局 （柏崎市土合 806） 1.5 m 

⑩ 発電所南局 （柏崎市荒浜 4 丁目字船尻砂山 1756-4） 1.5 m 

⑪ 発電所北局 （刈羽村刈羽字宝 2976-4） 1.5 m 

 

 

・表記修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・表記修正 
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３ 測定装置及び測定方法 

(1) 空間放射線 

測 定 装 置 測 定 方 法 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト 

 ○ NaI(Tl) シンチレーション検出器 

2″φ×2″円柱形  

エネルギー補償方式 

温度補償方式 

（おおむね ～10 ㎞圏） 

 ○ シリコン半導体検出器 

（おおむね ～10 ㎞圏） 

 ○ 電離箱検出器 

（おおむね 10～30 ㎞圏） 

  アルミニウム製 

  窒素及びアルゴン加圧型（4 気圧） 

  14L 球形 

  検出器加温装置付 

測 定 法 :

 

 

 

原子力規制庁編「連続モニタによる

環境γ線測定法」（平成 29 年改訂）

に準拠 

 

 

 

 

（注１）シリコン半導体検出器及び電離箱検出器は、緊急時に備えて設置しているものである。 

（注２）令和 5 年 2～3 月、おおむね 10～30km 圏の NaI(Tl) シンチレーション検出器を廃止  

３ 測定装置及び測定方法 

(1) 空間放射線 

測 定 装 置 測 定 方 法 

※

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト 

 ○ NaI(Tl) シンチレーション検出器 

2″φ×2″円柱形  

エネルギー補償方式 

温度補償方式 

 ○ シリコン半導体検出器 

（おおむね～10 ㎞圏） 

 ○ 電離箱検出器 

（おおむね 10～30 ㎞圏） 

  アルミニウム製 

  窒素及びアルゴン加圧型（4 気圧） 

  14L 球形 

  検出器加温装置付 

測 定 法 :

 

 

 

原子力規制庁編「連続モニタによる

環境γ線測定法」（平成 29 年改訂）

に準拠 

 

 

 

 

（注）シリコン半導体検出器及び電離箱検出器は、緊急時に備えて設置しているものである。 

※ モニタリングポストの更新により上記と異なる検出器になる場合がある。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・検出器の更新

に伴う変更 
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※修正部は赤字とした。 
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(2) 環境試料中の放射能 

区  分 試 料 名 表示単位 測 定 値 の 取 扱 い 方 法 

核 
 
 

種 
 

 

分 
 
 

析 

陸 水 Bq/L 

① 表示は、原則として有効数字 2 桁とし、3 桁 

目を四捨五入する。 

② 検出下限値は、次のとおりとする。 

ア 機器分析法における検出下限値は、国の 

方法（※）にならい Cooper の方法により、 

放射線計測時の正味の計数値がその計数誤 

差（計数に係る不確かさ）の 3 倍に等しく 

なるときの放射能濃度とする。 

（※）原子力規制庁編「ゲルマニウム半導 

体検出器によるγ線スペクトロメトリ

ー」（令和２年改訂） 

イ 放射化学分析法における検出下限値は、放 

射線計測時の正味の計数値がその計数誤差 

（計数に係る不確かさ）の 3 倍に等しくなる 

ときの放射能濃度とする。 

ウ 検出下限値未満の測定値は、「＊」で表

す。 

土 壌 Bq/kg 乾 

海 水 Bq/L 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 環境試料中の放射能 

区  分 試 料 名 表示単位 測 定 値 の 取 扱 い 方 法 

核 
 
 

種 
 

 

分 
 
 

析 

陸 水 Bq/L 

① 表示は、原則として有効数字 2 桁とし、3 桁 

目を四捨五入する。 

② 検出下限値は、次のとおりとする。 

ア 機器分析法による検出下限値は、Cooper 

の方法により 3 ×ΔN とする。 

ただし、ΔN は放射能の計数誤差とする。 

（原子力規制庁編「ゲルマニウム半導体 

検出器によるγ線スペクトロメトリー」

（令和２年改訂）参照） 

イ 放射化学分析法による検出下限値は、 

3 ×ΔN とする。 

ただし、ΔN は放射能の計数誤差とする。 

ウ 検出下限値未満の測定値は、「＊」で表

す。 

土 壌 Bq/kg 乾 

海 水 Bq/L 

 
 

検出下限値の

求め方を、より

詳細に記載。 

なお、求め方に

変更はない。 




